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⚫廃材や端材をアップサイクルすることで有効活用しませんか？

⚫感性価値と消費者セグメントを考慮した製品開発をしてみませんか？

⚫廃材の無駄を削減

⚫顧客に受容される製品を創出

特長

この技術のメリット

⚫ ターゲット顧客が求める感性価値の理解

⚫ 顧客タイプに受容されるアップサイクル製品を企画・開発

廃材を有効活用しませんか？
～廃材の価値を高めるアップサイクル ～

ヒューマンテクノロジー部 デザイングループ

デザイン

概要

⚫ アップサイクル製品特有の感性価値の抽出・整理

⚫ 購買態度による消費者セグメントごとの

アップサイクル製品に求められる感性価値の解析

⚫ アップサイクル製品ガイドラインの開発
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詳しい研究報告

研究デザイン

消費者セグメント アップサイクル製品ガイドライン（抜粋）

アップサイクル製品の感性価値

感性価値

1
審美性
（好みのデザイン）

思わず使いたくなる魅力的なデザイン

2 ストーリー性
あえて廃材の特徴を残すことで環境配慮
が製品から感じられる

3 希少性 他とはかぶらない唯一無二なデザイン

4 持続性
製品をずっと使い続けれるようなシステ
ムや仕組みを持つ

5 必然性 廃材の特性を活かした製品機能を持つ


